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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 1日 (2005.3.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 無 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク で 用 い ら れ る ア ク セ ス ポ イ ン ト ア ク セ ス ポ イ ン ト は

プ ロ セ ッ サ （ １ ２ ） 、 及 び 、 デ ー タ 命 令 を 蓄 積 す る メ モ リ （ １ ４ ） を 有 し て お り 、
（ ａ ） 複 数 個 の 可 能 な チ ャ ネ ル の 中 か ら あ る チ ャ ネ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 定 の 走 査 時 間 の 間 の 前 記 チ ャ ネ ル メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ レ ベ ル
に 関 す る デ ー タ を 収 集 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） 記 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 第 一 閾 値 を 超 過 し た

時 間 期 間 を チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ を す る ス テ ッ プ と 、
（ ｄ ） 前 記 複 数 個 の チ ャ ネ ル の 他 の 全 て ス テ ッ プ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） を
反 復 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｅ ） 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ を 考 慮 し た 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 前 記 最 適 チ ャ ネ ル を
選 択 す る ス テ ッ プ と
　 を 実 行 す る こ と に よ っ て 最 適 チ ャ ネ ル を 動 的 に 選 択 す る よ う

さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト が 、 さ ら に 、
　 ・ ス テ ッ プ （ ｃ ） に お い て 、 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 第 二 閾 値 を 超 過 し
た 時 間 期 間 を チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ を 蓄 積 す る ス テ ッ プ
、
　 ・ ス テ ッ プ （ ｅ ） に お い て 、 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ 及 び 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ
ー タ を 考 慮 し て 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 前 記 最 適 チ ャ ネ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ を 実 行 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ が 、 シ ス テ ム ス タ ー ト ア ッ プ 時 に 、
　 Ｃ Ｉ （ ｊ ） ＝ Ｔ ＿ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ （ ｊ ） ／ Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ）
と し て 定 義 さ れ 、
　 こ こ で 、 Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ） は 前 記 チ ャ ネ ル （ ｊ ） に 係 る 前 記 走 査 時 間 で あ り 、 Ｔ ＿ ｉ
ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ （ ｊ ） は 記 ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 前 記 第 一 閾 値 を 超
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と

、 前



過 し た 時 間 期 間 で あ る こ を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ
ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ が 、 シ ス テ ム ス タ ー ト ア ッ プ 時 に 、
　 Ｃ Ｓ （ ｊ ） ＝ Ｔ ＿ ｓ ｈ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ （ ｊ ） ／ Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ）
　 と し て 定 義 さ れ 、
　 こ こ で 、 Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ） は 前 記 チ ャ ネ ル （ ｊ ） に 係 る 前 記 走 査 時 間 で あ り 、 Ｔ ＿ ｓ
ｈ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ （ ｊ ） 記 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 前 記 第 二 閾 値 を 超 過
し た 時 間 期 間 で あ る こ を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ク セ ス
ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 最 適 チ ャ ネ ル が 、 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ と 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ と の
最 小 和 を 有 す る チ ャ ネ ル と し て 決 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ア ク セ ス ポ
イ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 最 適 チ ャ ネ ル が 、 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ と 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ と の
和 を 有 す る チ ャ ネ ル の 組 の 一 部 と し て 定 義 さ れ 、
　 こ こ で 、 前 記 和 は 前 記 最 小 和 か ら 所 定 の 差 δ 以 内 に 存 在 し 、 前 記 最 適 チ ャ ネ ル が 前 記 組
の 中 で 最 大 の チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ を 有 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト に お い て 、 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ が 、 オ ン タ イ ム で 以 下 の
式 に 従 う Ｃ Ｉ （ ｊ ） と し て 定 義 さ れ 、
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ） は 前 記 チ ャ ネ ル （ ｊ ） に 係 る 前 記 走 査 時 間 で あ り 、 Ｔ ＿ ｉ
ｎ ｔ ｅ ｒ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ （ ｊ ） は 記 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 前 記 第 一
閾 値 を 超 越 し た 時 間 期 間 で あ り 、 ｗ は 、 新 た な チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ
メ ー タ が 古 い Ｃ Ｉ （ ｊ ） の 値 よ り も 重 要 で あ る よ う に す る た め の 重 み 付 け フ ァ ク タ （ ｗ ＞
１ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ の い ず れ か に 記 載 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト に お い て 、 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ が 、 オ ン タ イ ム で 以 下 の
式 に 従 う Ｃ Ｓ （ ｊ ） と し て 定 義 さ れ 、
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Ｔ ＿ ｓ ｃ ａ ｎ （ ｊ ） は 前 記 チ ャ ネ ル （ ｊ ） に 係 る 前 記 走 査 時 間 で あ り 、 Ｔ ＿ ｓ
ｈ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ （ ｊ ） 記 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 前 記 第 二 閾 値 を 超 越
し た 時 間 期 間 で あ り 、 ｗ は 、 新 た な チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ が 古
い Ｃ Ｓ （ ｊ ） の 値 よ り も 重 要 で あ る よ う に す る た め の 重 み 付 け フ ァ ク タ （ ｗ ＞ １ ） で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト が 、 平 均 擾 乱 Ａ ｖ ＿ ｄ ｉ ｓ ｔ を 計 算 す る 目 的 で 、 通 常 動 作 の 間 に
そ の 現 時 点 で の チ ャ ネ ル を モ ニ タ し 、
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、 前 記 走 査 時 間 に お け る と

は 、 前
、 前 記 走 査 時 間 に お け る と

、 前
、 前 記 走 査 時 間 に お け る
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　 こ こ で 、 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト は 、 当 該 計 算 さ れ た 平 均 擾 乱 が 許 容 可 能 な 擾 乱 に 係 る 擾
乱 閾 値 Ｋ ＿ ｄ ｉ ｓ ｔ を 超 越 す る 場 合 に 前 記 最 適 チ ャ ネ ル へ ス イ ッ チ し 、 前 記 平 均 擾 乱 Ａ ｖ
＿ ｄ ｉ ｓ ｔ が 次 式 に 従 っ て 計 算 さ れ 、
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Ｔ ＿ ｉ ｄ ｌ ｅ は ア イ ド リ ン グ 状 態 の 持 続 時 間 で あ り 、 Ｔ ＿ ｏ ｃ は 当 該 ア ク セ ス
ポ イ ン ト が 企 図 さ れ て い な い メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ が 測 定 さ れ る 時 間 の 持 続 時 間 で あ り
、 ｗ は 、 新 た な 平 均 擾 乱 が 古 い Ａ ｖ ＿ ｄ ｉ ｓ ｔ の 値 よ り も 重 要 で あ る よ う に す る た め の 重
み 付 け フ ァ ク タ （ ｗ ＞ １ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ の い ず れ か に 記 載 の ア
ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ク セ ス ポ イ ン ト が 、 そ れ 自 体 の 負 荷 を 決 定 し 、 当 該 負 荷 が 低 い 場 合 に は よ り 長 い
走 査 時 間 を 用 い 、 そ の 逆 の 場 合 に は よ り 短 い 走 査 時 間 を 用 い る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ の い ず れ か に 記 載 の ア ク セ ス ポ イ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 無 線 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス ポ イ ン ト 最 適 チ ャ ネ ル を 動 的 に 選 択 す
る 方 法 に お い て ア ク セ ス ポ イ ン ト は プ ロ セ ッ サ （ １ ２ ） 、 及 び 、 デ ー タ 命 令 を 蓄
積 す る メ モ リ （ １ ４ ） を 有 し て お り 方 法 が 、
（ ａ ） 複 数 個 の 可 能 な チ ャ ネ ル の 中 か ら あ る チ ャ ネ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 定 の 走 査 時 間 の 間 の 前 記 チ ャ ネ ル メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ レ ベ ル
に 関 す る デ ー タ を 収 集 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） 記 メ デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 第 一 閾 値 を 超 過 し た

時 間 期 間 を チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ を 蓄 積 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｄ ） 前 記 複 数 個 の チ ャ ネ ル の 他 の 全 て に ス テ ッ プ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） を 反 復 す る ス
テ ッ プ と 、
（ ｅ ） 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ を 考 慮 し た 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 前 記 最 適 チ ャ ネ ル を
選 択 す る ス テ ッ プ こ と を 特 徴 と す る 動 的 チ ャ ネ ル 選 択 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 方 法 に お い て 、 さ ら に 、
　 ・ ス テ ッ プ （ ｃ ） に お い て デ ィ ア ア ク テ ィ ビ テ ィ の 前 記 レ ベ ル が 第 二 閾 値 を 超 過 し
た 時 間 期 間 を チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ ー タ を 蓄 積 す る ス テ ッ プ と
、
　 ・ ス テ ッ プ （ ｅ ） に お い て 、 前 記 チ ャ ネ ル 干 渉 パ ラ メ ー タ 及 び 前 記 チ ャ ネ ル 共 有 パ ラ メ
ー タ を 考 慮 し て 所 定 の ル ー ル に 従 っ て 前 記 最 適 チ ャ ネ ル を 選 択 す る ス テ ッ プ と が 実 行 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 動 的 チ ャ ネ ル 選 択 方 法 。
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